
(1996年)

1201 

ん16
No. 

平成8年

-上国市役所{圃畠aIDJl・(匝随4100) ・市政提言電話唖説世田'" ・市政提言~極通&111'

※舗に闘する写真宿題を...... 市内に~る婦とその周辺に附する含い写真、ユニークなエピソードや伝艇のある憶がありましたら、 nø広報担当までお寄ぜください.

〈再生紙を使用しています〉

_l・
〕ワ@

!
 
!
 

里土
讃

m
一

]
 

泉
一

ー!
 
1
 
1
 

橋
一

ぽ
保
一

〈久
一

ゆ
市
倒
一

川謡一

国道 143号を脅本方面へ。進中、右手l二入っ

た集悠が小泉。かつて ζの辺りに勢力を奮った
ふ也生

小泉氏の根拠込。山の..にはうんご畑が続き、

切畑の問をぬうように浦野川が流れる。
" ~ " 小泉の a向池区。今ではすっかり珍しくなっ

た、本の欄干の橋がある。ついつい渡ってみた

くなるよヲな橋。名も [Lょうゆくぽ橋』 とお

もしろ、、。「普治久保』 とは土他の札名(小字)。

同向地旦から椅を攻ったえの一帯を指してい

".‘ る。且攻すと、周辺は韮他。 普か b浦野川が
0<‘ん
氾遣し 、村人たちを悩ましたようだ。

この婦は昭和47'子につく bれたもの。それ以
ぜ.，

有I1左手持もなく、幅 6え (的 2m)の板締だっ

たとのこと。伊勢湾台風 (昭和34与 )による

流失も、人々の記憶から遠ざかりつつある。

ここは凋圏の紫色とともに、情絡があるとい

うζ とで、よく峡晶のロケにも使われる。

4

司
地
元
の
人
の
話
で
は
、
普
は
架

け
た
人
の
名
を
と
っ
て
『
え
い
じ

ろ
う
橘
』
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
だ



市
で
は
、
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
上
半
期
と
下
半

期
の
2
回
、
定
期
的
に
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
.
今
回
は
、
平
成
7
年
直
下
半

期
的
金
計
別
収
支
状
況
、
地
方
債
現
在
高
、
一
時
借
入
金
、
市
有
財
産
申
状
況
に
つ
い

て
で
す
.
{平
成
8
年
3
月
別
日
現
在
.
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
)。

予算'111 43H! 7，347万円

支出漬額 319憶 5，715万円

一 納行字 74.0% 

土木費 96憧 3.855万円 (48.0%)

民生費 74僧 387万円 (89.0何)

E 

教育費 64億 7.924万円 (82.4%)

総務費 47億 4，330万円 (80.1%)

屠柿水産業費 43(!思9，担3万 円 相5.7%)

公債費 36l意 4凹万円 (93.3%)

衛生費 26億 7，577万円 (81.5知〉

商工費 250・9，016万円 (94.8対%3〉← 
そ の他 16{t 4，466万円 (96.7

/
時

p
a
h
u
w・:

予
車
現
額
に
対
す
る
収
入

車
と
執
行
率
の
ゲ
ラ
フ

予算担額 43'憧 7，347万円

担入清額 316ft 515万円

吸入.. 73.2% 

市 を詑 ".埠 8，5刷万円 (98.406)

市 自責 75也 8，>Xl万円(23.1%)

地方交付税 49壇上959万円(1田 1%)

国庫支出金 38也 4，838万円 (日ι%)

儲収入 28ft 6，165万円 (28.9%)

県支血金 24ft9.997万円 (38.796)

その他 "也 7.524万円 (97.59-骨)

t、

昆純水腹.. 土木.， ，険宵質、その他には 前年度舗舗
明野費総鍾"を含む

園鳳支出金、県支出傘 下前償およびその他に1:，n~匡贋樋
健明野費縁組舗を含む

| 合。十名 叩刷 収入J明 会二-E冨露軍罰
B fl6，&l9万円5 ff!2.39B刀1'1JOft.S，970H/Q 土地取得司隣家

5.643:万円5.342Jil'J 6.138.万円
塩図有副農政送
電 S毒事象

X刻。也3.'127万円

190ftlお3万円
目。偉4.71帥万円

一鎗会計

特別会計

(合計)

初依6，銘8万円54fl7，322万円ω"万.718万1'1園民健康保険・.

5.234万円6.290HI'J 6.2.倒万円交通災書尖漬事.. 
mliilllil. 

67健3お5万円

5.8四万円
初7万 483'/
29万9筑n，/

l慌栂万6，ね5'/

8，731万円6.124万円8.862万円
緬祉事実

センター事業 ••• 73"7氏~.万円

農業銀落1鼻水事業 10依1.946万円

862'万円

I館7.132J;川

71f! 79偲6.90SJiI'J

23償2，飽4万円

老人保健司匹重度

積立 会

有傷程券

土 地
建 物

llJ綜

住 宅

(般地)
(纏綿〉

t 

"万6.515111'
6万4.67111f 1低8.413.万円2億1.617JiI'l2偲6.521))円岡和地区住宅新祭

賞金等貸付夢裳

51f14狐S万円23健3.013万円87億3.5田万円公尖下水道事 象置Eヨ
198115.145万円160健1誕)(JJjI'J2防偉2回S万1'1計合24115α~万円

....:1鱒水事業と公共下水道事療にM、前年度修....僻"..“"を含む

~\gJ.企業';;lfIZ'"

[ 2l 

-収益的収支

'U車の経常的俗世官活動の

収入支出を示すもの。

"資本的収支

将*の経営市動に備えて行

う佳話改良、製伎の経常荷動

にIfJl、られている纏晶にかか

る企業依償還金鉱どの収入支

出を示すもの.

水温司巨象には、前年度運股改良費の総醤舗を含む

広宿うj{lf{8.6， 16 

収入 支出

企筆名 (下3事現敏) (予界現領)

資本E 支

〈収入前期) {文W!市矧)

お5万円 l.Sl71JlIJ 
産院事業

1.1副)万円お5万内

水道事業
11値 6.016万円 19憧 ，..万円

9瞳 2，但I万円 13瞳 4.314万円

収入 支出

企..名 〈予lJ現鏑〉 〈予算現額)

銭支収的収

〈収入済矧〉 〈支出済額)

2憧 8.047万円 2憧 8.倒7万円
Ii院事業

2偉 9.317万円 2憧 7.217万円

水道事業
'8憧 '.0関万円 18憧 8.3倒万円

..憧 6，担I万円 18瞳 盟描万円
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市
で
は
、
附
和
帥
年
に

「上
回
市
行
政
改
革

大
綱
』
を
軍
定
し
、
行
政
改
革
の
推
進
に
野
め

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
問
、
高
度
情
報
化
、

高
齢
化
、
国
際
化
の
進
展
等
社
会
経
済
情
勢
は

大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
な
か
、
市
民
の
立
場
に
立
ア
た
市
政
、

市
民
に
身
近
な
市
政
の
災
剛
山
を
図
る
た
め
、
白

か
ら
出
革
を
闘
っ
て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
い
う

そ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
市
で
は
、

上
田
市
行
政
改
革
推
進
霊
比
企
(
会
長
H
佐
藤

元
太
郎
・
良
野
県
工
科
短
期
大
学
校
長
)
の
答

申
を
ふ
ま
え
、
行
政
改
革
の
指
針
と
な
る
、
新

た
な

『上
岡
市
行
政
世
革
大
酬
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
回
、
こ
の
大
綱
の
量
点
事
羽
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
、
こ
の
大
刷
、
実
施
方
針
お

よ
び
尖
施
要
項
に
基
づ
き
、
今
憧
お
お
む
ね

3

4
を
目
途
に
各
種
行
政
改
革
に
蹴
極
的
に
取
り

組
み
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
事
務
事
業
の
見
直
し

限
ら
れ
た
財
源
田
中
で
、
新
た
な
行
政
課
題

や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、

広
域
的
な
視
野
に
立
ち
、
緊
急
度
目
高
い
事
務

事
擦
の
週
択
に
よ
り
、
適
時

・
適
切
な
事
撲
を

実
施
す
る
た
め
、
事
務
事
一
擦
の
且
直
し
を
絶
え

ず
行
い
、
事
務
手
続
の
簡
素

・
効
串
化
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
い
っ
そ
う
の
向
上
に
努
め
ま

す。園

時
代
に
即
応
し
た

組
織
・
機
構
の
見
直
し

新
た
な
行
政
部
組
や
、
市
民
白
書
械
な
ニ

!

ズ
に
即
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
鑓
供
で
き
る

よ
う
、
総
合
的

・
機
能
的
な
施
策
の
推
進
を
図

る
た
め
の
組
織

・
機
構
の
あ
り
方
を
常
に
検
討

し
、
簡
素
・
合
理
化
に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

固

定
員
管
理
お
よ
び

給
与
の
適
正
化
の
推
進

地
大
す
る
行
政
需
要
に
対
し
て
、
弾
力
的
か

っ
的
施
に
対
応
す
る
た
め
時
代
に
即
し
た
適
正

な
定
品
管
理
を
い

っ
そ
う
推
進
す
る
と
と
も
に
、

給
与
の
適
正
化
に
鍔
め
ま
す
ロ

固

行
政
の
情
報
化
の
推
進
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

行
政
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
田
向
上
を
図
る

た
め
、

計
画
的
に
情
報
化
を
推
進
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
氾
辿
か
つ
適
時

・
適
切
な
提
供
に
努
め

ま
す
ロ

市
民
の
夏
祭
り
、
富
田
回
『
上
回
わ
っ
し
ょ

い
』
は
、
7
月
白
日
出
の
在
聞
か
れ
ま
す
。

提
行
聾
且
会
で
は
、
脱
花
『
醐
り
コ
ン
テ

ス
ト
』
な
ど
、
町
田
の
犯
怠
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
中
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

あ
わ
せ
て
参
加
さ
れ
る
各
『
連
』
を
募
聾

し
ま
す
。
募
集
期
聞
は

6
月
白
日
樹
か
ら
四

日
出
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、
阻
光
課
ま
で

ど
う
ぞ
。
奮
っ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-

『
踊
り
連
』
・
『
み
こ
し
連
』
・
『
求
舷

連
』
を
事
-aレ
ま
す
!

自
治
会
、
幽
嶋
崎
、
グ
ル
プ
な
ど
で
怠
加

ご
希
亜
の
か
た
は

『は
が
き
」
な
ど
に
必
要

事
耐
引
を
紀
入
の
上
、
ど
う
ぞ
H
左

E
n-

-z-
置
奏
連
』
へ
の
診
加
事
-
-

『
上
悶
わ
う
し

a
い
』
の
生
抽
聾

(輩
出
、

合
唱
)
に
書
加
さ
れ
る
か
た
を
車
聾
し
ま
す
。

希
望
者
は
観
光
盟
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
田
光
思
(
困
1
4
2
2
)

「踊り連J、「みこし連J、『京陸連J

g轟要項

ilifflラ:JiJ.'!B.B. 16 
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凶
崎
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姐蓮津
名

-
p
a
-
t主

μ

h
戸
崎
弥

日

引

-uτju--

;
L

・1
1

由
dW4e
f
-
-

(3 J 



情報
市政テレビ番組

『ふれあい上回』

燃やせるごみ指定袋
『無料引換券』を配布しま した。

今回は、ごみについて取り上げます。

6 月初日 (日)午後 5 時~5 時30分

信越放送 (SBC)で放映予定

7月 111から燃やせるごみの指定袋

が導入されます。

この導入に先立ち、 1"1治会経山の配

布物とともに、燃やせるごみの指定袋

[家庭11120リットル l組(10校入り)J

を、無料で引き換えできる 『引換井』

を各|止':l}1枚配布Lま Lた。

この券は、引き換えの月IJlml-11(6月

lOrl-8月31rJ)に、取扱!占のm舗で

指定袋と引き換えすることができます

(出j聞を過ぎた場合は引き換えできま

せんのでご{t，(:(ください)。引き換え

は、各l止t!}1来lで 1回限りです。以後

は取扱応で前接購入してください

京指定袋取恨l占は、 6月 1r1付け 「広

報」をご覧ください。

この引き挽え券がお手元に開かない

かた、アパ トを経営して入居者に行

き渡らない場南などは、市役所生活環

境謀、出殿・塩111・川l川町各支所、ク

リーンセンターで引き換え券を先行し

(発行j副)11J"'6月10[1-7月31¥:¥)、指定

袋と引き換えします。

マ問い合わせ環境:!IiM，il!([医~666)

『生
涯
学
習
』
に
ど
う
ぞ

上
回
西
高
校
開
放
講
座

••• 
マ
期
間

7
月

3
日
剛
か
ら
叩
月

2
日

仰

の

凶

日

間

マ
と
こ
ろ

上

回

西

高

等

学

校

マ

テ

I
マ

入
門

パ
ノ
コ
ン
表
計
算
〔
ロ

!
タ
ス

l

2
1
3
)

マ
定
員

一

般

成

人

初

名
〈
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

マ
教
材
費

2
0
0
0円
マ

由
申
し

込
み

宮
製
は
が
き
に
①
氏
名
②
性

別
③
年
齢
④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
職

業
・
勤
務
先
⑦
パ
ソ
コ
ン
歴
を
記
入

し
て

6
月
白
日
開
ま
で
に
よ
回
西
高

等
学
校
情
報
科

・
附
世
講
座
慌

(
〒

3
8
6上
田
市
下
溢
尻
8
6
8
・圃

@
0
4
1
2
)
へ
ど
う
ぞ
。

上
団
地
域
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
へ
ご
参
加
を

••• 
来
春
3
月
、
大
学
・
短
大

・
高
専
・

専
棲
学
校
の
卒
業
予
定
者
を
対
輩
に

『上
問
地
域
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
』

を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
地
元
の
有

力
企
業
約
印
祉
の
人
事
担
当
者
か
ら

直
接
、
採
用
情
報
を
得
る
こ
巴
と
が
で

き
る
ほ
か
、
求
人
情
報
一
監
査
を
差

し
上
げ
ま
す
。
父
兄
の
皆
さ
ん
の
書

加
も
歓
迎
し
ま
す
。

マ
と
き

7
月

8
日
開
午
桂

O
時

初
分
か
ら

4
時

初

分

マ

と
こ
ろ

上
回
商
工
会
議
所

5
階

ホ

ー

ル

マ

モ
の
他

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
自
家
用
車
で
の
ご
来
場

e月1目付"'広報」といっしょにお配りした

『燈やせるごみ指定袋耳障級所eのー覧表で fやお

ふく市内各底 {本底を除0，とありますが、市内

の金庫で取り1&いをします.訂正しおわびします.

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
マ
問
い
合
わ

せ

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
上
回
〔
上
回
公

共
職
業
安
定
所
・
固
@
8
6
0
9
)

『危
険
物
取
扱
者
』
の

保
安
(義
務
)
講
習
会

---
V
と
き

8
月

6
日

附

マ

と
こ

ろ

上

回

創

造

館

マ

申
し
込
み
期

間

6
月
白
日
開

1
同

お

日

幽

マ

そ
の
他

畳
講
申
請
替
は
消
防
本
部

予
防
諜
(
何
窃
0
0
2
9
)
ま
た
は

上
小
地
方
事
務
所
総
務
謀
(
回
@
1

2
6
0
)
に
あ
り
ま
す
。

， 、

不
川
品
の
後
却
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
熊
創
刊
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
登
齢
別
聞
は
6

か
月
間
で
す
。

マ
ベ
ビ

1
間
マ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ウ
墨
ア
マ
お
ん
ぶ
ひ
も
マ
足
闘

み
式
ミ
シ
ン
マ
百
長
オ
ル
ガ
ン

マ
中
ご
み
た
い
肥
化
容
器
マ
学
生

服

(
1
8
0
B
-
i
9
5
B〉
マ

都
市
ガ
ス
用
ふ
ろ
釜
(
廷
内
問
〉

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

シ
ー
ト
マ
お
も
ち
ゃ
マ

f
ど
も

服
マ
絵
本
マ
鉄
臨
時
マ
テ
レ
ピ

マ
ビ
デ
オ
レ
コ
ー
ダ
ー
マ
出
磁

隊
マ
全
門
動
洗
面
機
マ
削
除
機

マ
ダ
フ
ル
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ダ

(
ダ
ビ
ン
グ
機
能
付
き
)
マ
市
以

炊
飯
器
マ
ワ
ー
プ
ロ
マ
バ
ソ
コ

ン
九

一
太
郎
6
・
3
)

マ
ス
ピ
ー

カ
付
き
ス
テ
レ
オ
マ
自
転
巾

〈凶

i
田
イ
ン
チ
)
マ
都
市
ガ
ス

悶
ふ
ろ
式
マ
名
曲
ベ
ッ
ド
マ

茶
た
ん
す
マ
洋
服
た
ん
す
マ
学

習
机
マ
食
卓
テ
ー
ブ
ル
マ
応
後

セ
ッ
ト
マ
本
四
マ
#
占
棚
マ

ひ
ょ
う
た
ん
製
地
マ
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
マ
そ
ろ
ば
ん
マ
書
道
刑

具
マ
盟
関
台

{4l 広宿ラ:U!B.6. 16 



• 月7 
キ目の

恒利で確実忽口座顕替のご利用を

安
全
運
転
の
た
め
に

シ
ル
バ
ー
運
転
教
室

舎も¥ 納期限7月1日明)

納税

••• 
&
近
、
高
齢
者
が
関
悟
す
る
交
通

事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

小
さ
な
事
故
で
も
、
精
神
的
・
経
済

的
負
担
は
大
き
な
も
の
で
す
。

そ
こ
で
上
図
書
察
署
で
は
、
高
齢

者
ド
ラ
イ
バ
!
の
事
故
防
止
の
た
め

『
ン
ル
パ
l
運
転
教
室
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

マ
開
憧
日

日
月
ま
で
由
毎
月
1

1
2
回
(
平
自
の
午
後
l
時
か
ら

3

時
ま
で
)
マ
と
こ
ろ

上
回
自
動

車
宇
校
・
立
国
自
動
車
学
校

・
東
部

.m県民視

自
動
車
芋
校

マ
費
用

無

料

マ

問
い
合
わ
せ

上
回
書
察
署
交
通
謀

笹
一
時
(問
窃
0
1
1
0
8
3
0
2
)

『
子
ど
も
』
『本
』
『文

化
』

む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
の
会

••• 
市
立
図
書
館
で
今
年
3
月
に
開
催

し
た

『瀬
川
康
男
絵
本
風
画
展
』
に、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
側
面
か
ら
協

力
し
た
ひ
と
た
ち
が
中
心
と
な
り

「む
吉
わ
ら
ぼ
う
し
の
会
」
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
、
こ
の
地

域
で
子
ど
も
の
本
や
文
化
に
か
か
わ
っ

相談名 日 時 会場など

7月12日出
法 律 相 E車 13:30~15:30 

富所(予約制) 7月26日出 生活環績篠
13:30~15:30 (本庁舎 1階)

土地 彊 物 相 談
7月11日同 @ 2 
13，00-16，00 

人権・悩みごと相酷
7月4日同 人権問和対置課
13，00-16，00 。(南庁舎1階)

7月1日明)
。

(本農輩庁霊員会農 地問題相酷 8030-17，00 舎2階)

打 政 相 麟
7月8日開

上田西武
10 :00~15:00 

心配 ζ と相 酷
寄週火曙日
10 :00~15:00 

福祉よろず相酷
毎週月~金曜日
9 ， 00-16 叩

法
律(予約制相) 

駿 7月四回出 社会福祉協盟会
10，00-正午 (n@8080) 

児 重 相 臨
毎週土曜日

13: 30......15 : 30 

桔 矯 相 駿
毎週水曜日

10 : 00~15 : 00 
法 律 相 桜 7月間自剛

(予約制) 13，30-15，00 
上(n回@商4工5会0議0所) 

保険年金相談
毎週月~金曜日
9，00-祖国

市主通民事故相相談談
毎週月~金曜日 生活環焼聾
9，00-16凹 市 (本庁舎 1陪)

児 童 相 政
毎週月~金曜日

役
福祉謀

9，00-16，00 (n@2 0 0 0) 

母 手 相 臨
毎週月~金曜日 所 福祉諜
9，00-16凹 (内韓1608)

開放保育と
七夕コンサート

保育課では、在宅児家庭への子

育て支援事業白 扇として開放保

育とコンサートを行います。

E圃固 7月5目(創

rMヨ 南部保育園
(常田 1T目5-1) 

.開放保育[午前9時'30分-10時]

七夕まつりへの宰加〔七夕飾りを

いっしょに作って飾りま Lょう)

.七夕コンサー ト[午前10時10分

-10時50分] 電子オルガン ・ク

ラリネ y ト白生前奏(子どもたち

の大好きな曲がい っぱい)

マ対象 未就園児(まだ保育園

て
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
た
、

書
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
会
費

年

額

3
0
0
0
円

(た

だ
し
大
学
生
1
0
0
0円
、
高
校
生

以
下
無
料
)
マ
問
い
合
わ
せ

(夜

間
?
の
)
稲
垣
白
?
1
9
0
)
、

小
山

(
岡
⑫
7
0
0
2
)、
丸
田

(
岡
県
叫

2
3
5
8
)

などに入っていない子) と観

マ定員 30組マ申し込み lY1 
l口ifj)までに南部保育鴎相談宝

(匪防 3096)へ。マ持ち物 親の

上はき ・子どもの着替え マ駐車

場 自家用車でお越しのかたは、

JR上田駅温呆口ロータリー西側 ・

旧南部保育闘の跡地へどうぞ。

uサ5
2ン品
事デ長
プ・
告う
5え
、-J.~' 
でめ』
盟
瞬

ら 30 ぐに . 
) 分 マ つつ マ 尭

か とて い 演足
マら き ( て 題記
と〈講 1 意
こ 講 6 締新灰鵠
ろ演 月 l~ 溝

V は 22小い健 全
聴 上同日草子次
摘回 2出山ど郎
料 市 時午警も 君

守 20後 十観フに

無菌分 1?を定
料書か時。め 巴

よ図友の会隅演会 「人生二毛作~楽しく過ごすための健康法・婦人科医の視点から』

(織飾 甲藤一男さん1/6月29日出午前10時~正午/上国市文化セJ ター/

会費会員500門 (当日 550同 ) /問い合わせ市JII~693

館

2
階
会
議
室

.・~，・岨"'.

.車内図

"" 酬帽帽

・制
毎
週
日
曜
日
6
回
肱
送

6
時
・9
時
・正
午
・日
時
・日
時
・辺
時

広宿ラ左足!8.6. 16 [5] 



ときめきサイエンス
小中学生のための韮しい霊験教室-情報テーブル・

.封.. 
小学技高学年生(主に 5・6年

生、保革者同伴可)、中学生、

市内小中学校理科担当教官

.ときめきザイエノス実纏固とテーマ

-'*'し込み

申し込み用紙に必要司匹項をle入
のうえ、郵送でどうぞ。 (先着

30名程度)

.問い合わせ

信州大学描雑学部学生係

(干386上国市常関与15-1

・園陸自1215)

-~.~同I~ヨ2・・・m査院姐""，.・

広報ヒデオ(杭)が 8席に入選
このほど、昨年8月12日に信組放送で市政テレビ番組「ふれあいよ

図」として放映された『メディアランド UEDAオ-:1':"-Jが、全国広

報コンクールの広報ビデオ(垂範制作)部門で、8席に入遣 しました。

これを檀に、市ではいっそう親しまれる広報活動を進めていきたい

と思います.ご意見・ご希望をお寄せ〈ださい。

[>問い合わぜ語審聾(困1112)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
の

年
金
「特
例
届
け
出
」
を

••• 
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

か
た
の
被
扶
聾
配
偶
者
(
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
聾
〕
は
、
保
険
料
を
納
め
な

く
て
も
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
は
「
第
3
号
世

保
険
者
の
届
け
出
」
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
で
い
る
と
、

さ
か
の
ほ
っ
て
2
年
間
し
か
年
金
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

平
成
9
年
3
月
ま
で
に

『特
倒
届
吋

出
』
を
し
ま
す
と
、
昭
和
引
年
4
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
例
届
け
出
が
済
ん
で
い
な
い
か

『いきいき日輔の話』
講師 山口仲美さん

(実線女子大学敏授}

7月s日(土)
午後2時間漬午稜1時JO分縄場

よ回:女子短期大学
北野構堂

入場無料
・'*'し込み

6月20日同までに、桂檀はがき

に住所・氏名 ・年齢 ・職難・ 電

話番号を明直己のうえ申し込みく

ださL、。〈応募多数のときは抽選〉

.問い合わせ

上回女子短期大学国語国文学会

(〒386.12上田市下之蝿620、四
@2352) 

た
、
心
配
な
か
た
は
、
今
す
〈
国
保

年
金
媒
ま
で
ど
う
ぞ
。

-
こ
ん
な
と
き
に
は

「届
け
出
』
を

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
厚
生
年
金
加

入
者
な
ど
)
白
世
扶
聾
配
偶
者
に
な
っ

た
と
き
②
配
偶
者
が
転

・
退
職
し

た
と
き
来
世
扶
聾
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き
も
必
聾
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
制
叫
(
困

1
3
6
5
・1
3
6
6
)

「人
権
擁
護
委
員
」
に

お
気
軽
に
相
談
を
/

••• 
人
権
擁
護
岳
民
は
、
法
務
大
臣
に

委
嘱
さ
れ
、
人
梱
意
識
を
高
め
る
活

動
や
人
権
侵
害
白
相
般
に
応
じ
て
い

ま
す
。
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

「
人

榔
白
番
人
」
な
の
で
す
。

最
近
は
、
い
じ
め
、
体
罰
、
不
畳

校
児
な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
椀
問

題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
人

櫛
を
積
恒
的
に
擁
護
す
る
こ
と
が
必

裂
で
す
。

そ
こ
で
、
全
国
人
楠
擁
髄
岳
民
連

合
会
で
は
、
『
子
ど
も
白
人
櫛
を
守

ろ
う
L

「い
じ
め
」
し
な
い

・
さ
せ

な
い

・
見
逃
さ
な
い

i
』
を
啓
尭
活

動
白
重
占
目
標
に
掲
げ
て
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
中
か
ら

「子
ど
も
の
人
幅
専
門
委
員
」
を
指

名
し
て
、
子
ど
も
白
人
権
問
題
を
軍

点
的
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
上
田
市
に
は
人
楠
擁
護
吾

員
が
山
人
い
ま
す
〔
左
量
三

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

.上国市人纏被隆委員 (敬称略)

訟野元さんがf子どもの人権専門委劃に指定されています

"U!創造館 7月の催しI
よ図市大字よ図原wm番地 ・Iil!々1m-・iパソコン教室 1 

一合温 I IJl!2土曜日掌置li股の開銀 l 
「花の花粉を闘べよう』

マとき 7月13目出 午前10時~正午

V参加料無料

lフラワrデザインIII司色 いろいろ夏向並竺 l 
vとき 7月19日圃-21日同

(午前"ト午盆..益分ι畳.，"・時}
マ入掲斜 無糾

7月四位才γ附合的かb電Eで

7月7闘鴎午後1時か勺....で

[6 J 広帯う:Ji7.!B. 6. 16 
6月1日付IH広織J11ペーν 『ごめい植をお析りします』に 次の限りがありましたa

f大江栄作久保線 8Uを「大沢製作J(敬紘略}にa訂正しおわびします. • 1
1TH
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交通死t事故が連続発生
5月29日・30日、 6月9日に市内で交通

死亡事故が連続して発生しました。

.車を運転するときは必ずンートベルトの着用を

.高齢者の道路横断に気をつけましょう

圃宜金運転1;1、よく見ることと止まること

・夕暮れ時i立、急がず、あわてず、脇見せず

よ国警察署⑩創110)貫通対置健司ll@5129)

~ています
.ごみなどの焼却は焼却炉で してください。

・火災予防のため、焼却炉白点検整備をしてくだ

さい。

平成7年 平成8年

出火件郵 47件 38件

1位 たき火 6件 たき火 11件

2位 ストープ ・火遊び・コンロ 4件 火遊び 5牛

3位 た11::. 3件 たぱ』・コンロ・故火 31'キ

( 

収
納
代
理
金
融
機
関

事
務
取
扱
庖
が
追
加

••• 
6
月
日
日

ωに
側
八
十
二
銀
行
神

科
支
広
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
申
指
定
金
融
機

関
白
庖
舗
と
し
て
公
金
由
収
納
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「期
限
内
」
に
納
税
を
/

口
座
振
替
が
便
利
で
す

••• 
市
桂
な
ど
を
納
入
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
暫
促
状
が
腐
い
た
と
い
っ

苦
情
を
畳
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

伝
誤
白
処
理
な
ど
は
複
械
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
銀
行
な
ど
由
窓
口
で

納
め
ら
れ
て
か
ら
、
市
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
敢
日
を
要
し

ま
す
。
こ
白
た
め
、
納
付
が
遅
れ
た

場
合
、
督
促
状
が
行
き
違
い
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

な
お
、
延
滞
金
は
納
期
限
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
か
た
と
の
均
面
を
図
る

た
め
に
、
納
期
限
の
翌
日

h
ら
計
算

さ
れ
る
高
利
な
利
息
で
す
由
で
、
見

事
に
あ
わ
れ
た
と
か
生
活
困
窮
と
か

白
特
殊
な
場
合
以
外
は
減
免
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

‘ 

う
に
、
市
で
は
口
座
仮
替
の
利
用
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

収
桂
諜
(
困
1
3

0
4
)
 

『税
金
は
未
来
を
聞

く

道

し
る

べ』

(市
内
中
学
生
納
税
標
語
か
ら
)

特
定
計
量
器
立
入
検
査

平
成
7
年
度
の

『結
果
」

••• 
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
・
タ
ク
シ
ー
の

各
メ
ー
タ
ー

(特
定
計
量
器
)
は、

計
量
法
に
よ
り
、
検
定
(
主
に
都
道

府
県
が
実
施
)
と
い
う
検
査
で
保
証

さ
れ
た
期
間
を
経
過
し
て
使
用
す
る

ー (それぞれ1月-.月。履いのあるもの含む)
食火の粉が飛び出さないよヨ

lこ細目の網をつけましょ王 1、 L、

宅売をはされないよ
にしっかり取り付

けを。

*建物の近〈にl孟
置かない。

し

印
合焼却中陥必ずふた
をしてください

Eと====二

時脚本しら
体に大き . 
なひびゃ 、J
穴があい
ていませ
んか?
火の粉や
炎が飛び
出します.

*銚却炉のまわりは
ヨ整理盤頓をして‘
可鐙物を置かない@

食通気口を股11‘ごみが完全に纏えるよう
にしてくださL、
また、通気口にも輔自の網をつけましょ
う。

*灰の取り出し口は、
きちんと閉めて焼却
していますか?

合灰1三時々かき出して
処分を。灰のゆの残
り;えにも注11!。

凪踊耐欄掘調

-平成7年度特定肘量器
立入検査結果

項目
検査台 不正台 不正事
数(台)敵〈台) (>6) 

ガス 5.406 15 0.3 

ガソ
332 1 0.3 

りン

タク
155 。。

ンー

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
毎
年
そ
れ
ら
の
メ
ー
タ
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圃乳房手術経験者の会(やすらぎの会)

マとき 7月 1日明)(午前10時~午桂 1時) 'vと

ころ 保健セノタ (市役所南庁舎 2階) マ対聖書

乳房手術経験者(乳房田手術を経験されたかたなら、

どなたでも ご書加も、ただけます) マ内容 <I保健婦

による血圧測定及び相談 ②栄聾士によるお話および

調理実習 「亙野菜を上手に取り入れようJ 'v事加費

実質 400円程度マ申し込み 6月24日開までに

健康推進課(困 16 2 6)にご連絡ください。

.来て、見て、聴いて，n健康教室へ』

いつまでも健康な生活を送っていただくため、保健

補導貝が中心となって 『健康教室』を聞きます。どな

たでもお気軽におでかけ くださL、。 なお、40歳以上で

健康手帳をお持ちでないかたには、当日お渡しします。

マ問い合わせ 健康推進課(困 16 2 5) 

圃 『健康教室J 7月の日程表

とさ 時間 場所 講師 内容

7/4同
13:30~ 手埠 体育 腰痛体操の

15:30 公民曲 指導垂員 実妓ほか

7/5樹
19: 30 ...... 下之条

栄聾士
高脂血症予防

20: 30 公民館 の童事の暗

保健 診 tt
寝
た
き
り
老
人
を
支
え
る
家
族
の
会

内と
容さ

関月
=八
日
午
後
1
時
泊
分
3
3
時
/
と
こ
ろ

塩
回
公
民
館
/

隠
し
合
い
、
相
酷
/
問
い
合
わ
ぜ

健
康
推
進
課

品目
1

6

2
8
)

健康推進 課

-バ各会場で血臣測定も実絡します

『うえだ女性会議』に

加しませんかノノ
5月11日出に聞かれた 『うえだ女性会挽』韓会

の記念講演から、その要旨を銭粋しました。

マ溝題 『私に何ができるだろうか』

V揖師 国際婦人教育掘興会 ・志村輯さん

1 能力は録件が畳えば、だれでも伸びる

昔、女性が42.196闘を完走するとは恩っていな

かったが、種々の条件が量ったので、女性でも走

れるようになりました。

女性には無理だという時代から、だれでもでき

る時代になりました。

2 あなたの能力を引き出すには

①「わたLにはできないわ JとL寸意識をなく

すこと。

まずはチャレンジノ楽L<取り組めば、必ずで

きます。自悟を持ちましょう。

②仲間を作って、みんなで社会参画をしま Lょう。

みんなの共通な話題で勉強L、今わたLたちが

できることから実行しま Lょう。

c>畳付時間 いずれも午後 l時-2時 c>持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯プラ

ン (J歳6か月児)， 1歳 6か月児は、赤ちゃん手帳

の中にある健康診査票に記入してお持ちくださ L、。 3

歳児は他民診査票と視聴覚検査のアンケ 卜をお送り

しますので、ご記入のうえお持ちくださ L、。また、 尿

樟査の容器もお持ちくださし、。

.保健センター (市役所南斤舎2階)

健康診査 l 実施日 | 生年月日

I 6月7日 I8. 1. 16-1. 31 
6月初日 I 8. 2， 1 -2. 15 
6月6日 I7. 7. 16-7. 31 
6月18日 I7. 8. 1 -8. 15 
6月5日 I6. 11. 16-11. 30 
6月間日 I 6. 12. 1 -12. 15 
6月3日 I5. 5. 1-5. 15 
6月17日 I5， 5， 16-5. 31 

・塩田母子健鹿センター (温園地区)

4か月 I _~^'_ I 8. 1. I 6月21日トラL 三二
10か月 I -..--- I 7. 7. 

3歳 I6月19日 I5. 4 

(困1626).7月の乳幼児健康診査

16-2. 15 
16-8. 15 

1 -5. 31 

4か月

l歳 6か月

3歳

10か月
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人の置に立って、 喜ばれること (活動)が、張

りのある生;i!iを生み出し、 lまけ予防にもなります。

.問い合わせ 企画課唖~ 1224)

011西地区)
--，-す .1. 16-2. 15 

7. 7. 16-8， 15 
6， 11. 16-12.. 15 

[8 J $.ヨ;t!t!B.6. 16 
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